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イベントで新米「はるみ」をプレゼントして市民にPRする

市役所本庁舎 1階で開催されたロボット体験会の様子青少年の健全育成を推進する＝辻堂砂山児童館

（※）継続審査 ･･･ 当該会期終了後の閉会中や次の定例会においても引き続き審査すること。
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査審

　平成 29 年度一般会計及び 9
特別会計決算等のあわせて 10
認定議案（総額 2755 億 1420
万 2249 円）は、9 月 27 日に
設置された決算特別委員会に
おいて 9 月 28 日、10 月 1日、
2 日、3 日、4 日、5 日の計 6
日間にわたり審査が行われま
した。
　その結果、10 月 10 日の本
会議で、決算特別委員会委員
長から審査の概要について中
間報告があり、不適切な会計
処理、事務処理等に対する最
終的な報告書の提出を受けた
後に結論を出すべきとして、全
決算が継続審査（※）になりま
した。
　ここでは、決算特別委員会の
審査の概要をお知らせします。

委員長 友田　宗也

委　員 土屋　俊則

　〃　 井上　裕介
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副委員長 平川　和美

委　員 西　　　智

　〃　 柳田　秀憲

　〃　 渡辺　光雄

　〃　 塚本　昌紀

平成29年度決算特別委員会委員

　
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
推
進
に

向
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ロ
ボ
ッ
ト
賃
借
料
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度
に
は
計
上
さ
れ
て

い
な
い
が
、
29
年
度
の
実
績
を

踏
ま
え
て
、
今
後
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
に
ロ

ボ
ッ
ト
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
市
が
開
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
を
出
展
す
る

な
ど
し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
庁
内

　
住
居
確
保
給
付
金
事
業

は
、
平
成
27
年
度
が
17
人
、
28

年
度
が
10
人
、
29
年
度
が
７
人

と
、
こ
こ
数
年
、
利
用
者
が
減

少
傾
向
に
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
本
市
独
自
の
給
付
型
奨

学
金
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

　
全
国
に
お
け
る
藤
沢
市

　
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

で
昨
年
、
一
昨
年
と
最
高
評
価

で
あ
る
「
特
Ａ
」
に
選
ば
れ
た

「
は
る
み
」
が
市
内
で
生
産
さ

れ
て
お
り
、
学
校
給
食
で
提
供

す
る
な
ど
、
こ
の
こ
と
を
も
っ

と
広
く
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
を
聞
き
た
い
。

　
本
市
の
平
成
29
年
度
の

「
は
る
み
」
の
作
付
面
積
は
約

貸
し
出
し
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
だ
が
、
29
年
度
で
終
了
と
し

た
。

　

30
年
度
か
ら
は
、
さ
が
み
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
特
区
の
第
２
期
が

開
始
さ
れ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、

本
市
の
ロ
ボ
ッ
ト
施
策
に
つ
い

て
も
見
直
し
を
行
い
、
ロ
ボ
ッ

ト
未
来
社
会
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
位
置
付
け
、
30
年
度

は
新
た
に
市
役
所
本
庁
舎
の
１

階
で
、
６
月
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
体

験
会
を
５
日
間
に
わ
た
り
実
施

ま
た
、
本
事
業
の
対
象
者
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
が
、
居
住
支
援
の
強
化
の
必

要
性
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

　
本
事
業
の
利
用
を
検
討

す
る
最
近
の
相
談
者
に
つ
い
て

は
、
単
に
就
労
支
援
を
し
て
、

就
労
を
目
指
す
た
め
の
住
宅
費

用
を
支
給
す
る
だ
け
で
は
十
分

な
支
援
と
な
ら
ず
、
ほ
か
に
も

体
調
面
の
フ
ォ
ロ
ー
や
生
活
基

盤
の
不
安
定
さ
と
い
っ
た
こ
と

に
も
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

う
し
た
こ
と
が
、
こ
の
事
業
の

対
象
者
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
生
活

こ
の
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の

と
す
る
た
め
に
は
、
教
育
応
援

基
金
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
る
。
事
業
の
展
開
に
は
、

こ
の
基
金
の
積
み
上
げ
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
本
事
業
を
継
続
的
か
つ

円
滑
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に

は
、
基
金
の
充
実
は
大
変
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。
平
成
29
年

度
の
取
り
組
み
状
況
と
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
情
報

発
信
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会

議
所
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公

民
館
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

を
行
い
、
企
業
や
市
民
に
基
金

の
周
知
を
図
っ
た
ほ
か
、
担
当

課
の
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置
す

の
知
名
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と

を
大
き
な
目
標
に
掲
げ
て
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推

進
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
目
的
は
、
①
定
住
人
口
の

増
加
、
②
来
藤
者
や
観
光
客
、

か
か
わ
り
を
持
つ
人
と
い
っ
た

交
流
人
口
の
増
加
、
③
地
域
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
―
―
以
上
３
点

あ
る
と
考
え
る
。最
終
的
に
は
、

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
ま
ず
は
そ
の
足
固
め
と

し
て
定
住
人
口
を
ふ
や
し
て
い

く
、
と
い
う
段
階
に
あ
る
と
考

15
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
30
年
度
は
約

22
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
年
々
面
積

が
増
え
て
い
る
。
学
校
給
食
用

農
水
産
物
生
産
出
荷
対
策
費
事

業
に
お
い
て
、
学
校
給
食
に
提

供
す
る
新
米
に
つ
い
て
は
、
29

年
度
は
「
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
」
と
い

う
品
種
だ
っ
た
が
、
30
年
度
か

ら
は
、
作
付
の
段
階
か
ら
生
産

者
と
協
議
を
重
ね
、
今
秋
か
ら

「
は
る
み
」
を
提
供
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
「
は
る
み
」
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、

昨
年
度
は
新
米
の
時
期
に
イ
ベ

ン
ト
で
市
民
に
対
し
て
配
布
を

し
た
。
今
年
度
も
藤
沢
駅
北
口

の
サ
ン
パ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
、
ふ
じ
さ
わ
元
気
バ

ザ
ー
ル
藤
沢
野
菜
市
に
お
い
て

「
は
る
み
」
の
新
米
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の

ほ
か
、
市
内
の
飲
食
店
な
ど
に

今
後
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
し
て
「
は
る
み
」
の

生
産
振
興
に
取
り
組
み
、
本
市

の
農
業
者
所
得
の
向
上
等
に
結

び
付
く
よ
う
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

し
た
。

　

今
後
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
啓

発
に
関
し
て
は
、
自
動
運
転
や

ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
実
証
実
験
を

含
め
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
取
り
組
み
を
庁
内
横
断

的
な
連
携
で
進
め
て
い
き
た
い
。

全
般
に
対
す
る
支
援
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
生
活
保
護
受

給
の
可
能
性
な
ど
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
法
や
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
も
、
住
宅
確
保
要
配

慮
者
な
ど
に
対
し
て
居
住
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
支
援

を
行
う
上
で
福
祉
部
門
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

る
と
と
も
に
、
教
育
関
係
の
イ

ベ
ン
ト
で
募
金
活
動
を
積
極
的

に
行
い
、
寄
附
の
呼
び
か
け
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
寄

附
を
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
市
内
の
６
銀
行
、

６
金
融
機
関
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
口
座
振
り
込
み
に
よ
る

寄
附
が
で
き
る
寄
附
専
用
口
座

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
料
金

受
取
人
払
い
に
よ
る
は
が
き
形

式
の
寄
附
申
出
書
を
設
け
た
新

た
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
、
配
布
し
た
。

　

こ
の
基
金
が
さ
ら
に
充
実
す

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
寄

附
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

え
て
い
る
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部

門
が
平
成
29
年
度
か
ら
経
済
部

に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

商
業
・
経
済
関
係
の
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
や
、
観
光
行
政
と
直
結

し
、
従
来
以
上
の
事
業
展
開
が

で
き
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

最
終
的
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
め
国
内
外
を
問
わ
ず
、
藤

沢
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
の

事
業
展
開
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
犯
罪
機
会
論
に
お
け

る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
取
り
組

み
な
ど
、
先
進
的
な
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
藤
沢
の
知

名
度
が
上
が
る
と
考
え
て
お
り
、

施
策
の
面
で
も
発
信
力
を
高
め
、

藤
沢
の
知
名
度
を
上
げ
て
い
く

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

発
信
力
で
知
名
度
向
上

最
高
評
価
の
は
る
み
米

市
民
周
知
で
農
業
支
援

給
付
型
奨
学
金
事
業

基
金
の
充
実
を
図
る

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

 

支
払
い
事
務
の
遅
延
に

つ
い
て
報
告　

　

藤
沢
市
教
育
委
員
会
委

員
の
１
人
が
、
平
成
30
年

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
委
員

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し

た
。

　

任
期
は
30
年
10
月
１
日

か
ら
34
年
９
月
30
日
ま
で

の
４
年
間
。

 

・
木
原
明
子
氏
（
新
任
、

藤
沢
市
在
住
）

　

議
員
全
員
協
議
会
は
、
９

月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
支
払

い
事
務
の
遅
延
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
こ
れ
に
対
し
質

疑
を
行
っ
た
。

   〈
市
の
説
明
〉

　

平
成
30
年
８
月
以
降
に
、

子
ど
も
青
少
年
部
、
福
祉
健

康
部
、
生
涯
学
習
部
の
各
部

に
お
い
て
支
払
い
事
務
の
遅

延
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
新
た

に
判
明
し
た
遅
延
と
あ
わ
せ

て
、
そ
の
概
要
及
び
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

最
初
に
、
支
払
い
事
務
の

遅
延
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
全
て
の
部
局
を
調
査

し
た
結
果
、
新
た
に
判
明
し

た
非
常
勤
職
員
等
の
報
酬
・

賃
金
の
支
払
い
遅
延
の
案
件

を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

月
額
支
給
が
延
べ
24
人
分
、

審
議
会
委
員
等
及
び
日
額
報 

酬
が
延
べ
２
７
１
人
分
、
合
計

で
延
べ
２
９
５
人
分
、
額
に
し

て
５
８
４
万
４
２
３
０
円
の
遅

延
が
判
明
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
し

た
内
容
と
し
て
は
、
①
保
育
課

に
お
け
る
事
務
処
理
遅
延
②
福

祉
健
康
部
及
び
生
涯
学
習
部
に

お
け
る
非
常
勤
職
員
等
の
報
酬
・

賃
金
の
支
払
遅
延
状
況
―
―
以

上
２
点
で
あ
る
。

　

次
に
、
非
常
勤
職
員
等
の
任

用
、
報
酬
等
の
支
払
い
事
務
の

流
れ
は
、①
職
員
課
に
お
い
て
、

職
員
の
任
用
時
に
社
会
保
険
等

の
手
続
を
行
い
、
各
課
に
そ
の

算
定
内
容
等
を
連
絡
、
②
担
当

課
が
毎
月
行
う
事
務
と
し
て
、

報
酬
・
賃
金
を
計
算
し
、
報
酬

賃
金
伝
票
及
び
交
通
費
伝
票
を

起
票
、
③
会
計
課
が
審
査
し
、

支
払
い
事
務
を
行
う
―
―
以
上

３
点
で
あ
る
。
今
回
の
報
告
に

お
け
る
支
払
い
遅
延
は
、
こ
の

②
の
事
務
の
う
ち
、
報
酬
・
賃

金
伝
票
、
交
通
費
伝
票
の
起

票
の
お
く
れ
等
に
よ
る
も
の

が
原
因
の
大
半
を
占
め
て
い

る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
報
酬
及
び
賃
金
以
外

の
支
払
い
遅
延
の
状
況
に
つ

い
て
、
30
年
10
月
末
を
目
途

に
、
29
年
度
分
及
び
30
年
度

９
月
末
執
行
分
ま
で
の
状
況

を
全
庁
に
て
調
査
を
実
施
し
、

適
切
な
時
期
に
市
議
会
に
報

告
す
る
。

　

次
に
、（
仮
称
）
内
部
統

制
庁
内
推
進
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
全
庁
に
お
け
る
調
査

等
の
結
果
を
も
と
に
検
証
、

分
析
を
行
い
、
対
応
策
を
ま

と
め
、速
や
か
に
対
応
を
図

っ
て
い
く
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
も
、
調
査
結
果
と
同
様

に
時
期
を
捉
え
て
報
告
し
て

い
く
。

　

最
後
に
、
管
理
体
制
の
強

化
と
し
て
、
全
庁
の
内
部
統

制
機
能
の
強
化
や
職
員
一
人

一
人
の
意
識
の
向
上
を
さ
ら

に
図
る
た
め
、
庁
内
組
織
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
啓
発

ロ
ボ
ッ
ト
未
来
社
会
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

庁
内
横
断
的
な
連
携
で
進
め
る

生活全般の支援を検討
住居確保給付金事業

他分野と連携して対応する


